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市内各地で開催されたイベントなどを写真と文章で紹介するコーナー
です。

ヒツジの毛刈り（５月９日 南部丘陵公園）
南部丘陵公園の小動物園で、ヒツジのフワ（オス、６歳）

の毛刈りが行われました。顔付近にバリカンが近づいたと
きなど、暴れることもありましたが、基本的におとなしく
小動物園のスタッフに身を任せていました。見学していた
人たちからは、「ツルツルになった」「ヤギみたい」などの
声が上がっていました。

お茶摘みボランティア
（４月25日〜５月10日 水沢地区・小山田地区）

四日市の地場産品「かぶせ茶」について知ってもらうため、
ボランティアによるお茶摘み体験が行われました。参加者
は、「お茶摘みをしたことがなかったので一回やってみよう
と思った」「やってみたら見た目よりも大変だった」など、
初めてのお茶摘みを思い思いに楽しんでいました。

→

茶業の発展のために
三重県は全国３位の茶の産地です。

茶の中心的な産地は、北勢地域と中
南勢地域にあり、北勢地域では、四
日市市、鈴鹿市、亀山市の３市を中
心に、鈴鹿山麓の平坦地に茶園が広
がっています。また、本市は、茶の
樹に一定期間覆いをかぶせて作る

「かぶせ茶」の日本有数の産地でもあ
ります。茶業振興センターは、その
ように活発な本市の茶業のさらなる
発展を図る目的で、平成４年に設置
されました。

移転整備が完了
新名神高速道路の建設に伴い移転

整備を進めてきた「新」茶業振興セ
ンターがこのたび完成し、３月31日
に開館式が執り行われました。

新施設では研修室、製茶工場とい
ったこれまでの機能に加え、調理体
験室、展示ホール、茶園などを新た
に整備し、茶農家のみならず広く市
民の皆さんに活用していただけます。

また、「みえ森と緑の県民税」を活
用して、研修室の腰壁など施設内の随
所に三重県産木材を使用しています。

ＰＲの拠点として
三重、京都、滋賀など６府県の茶

の出来栄えを評価する「関西茶品評
会」が今年は本市で開催されます。
本市から出品される茶は茶業振興セ
ンターの工場で製茶され、上位入賞
が期待されます。このような機会も
捉えながら、茶の魅力を発信する拠
点として活用していきます。

第16回

本市の主な施策や旬の話題を取り上げるコーナーです。今回は、移転
整備が完了した四日市市茶業振興センターについて紹介します。

→
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